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高等学校の教科・科目について（学校教育法施行規則の一部改正案）

各学科に共通する各教科．(一）

Ⅱ 

(二） 主として専門教育を主とする学科において開設される各教科
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lli蕊護Ⅲ

各教科 各教科に属する科目

国語 国語総合，国語表現，現代文Ａ，現代文Ｂ，古典Ａ，古典Ｂ

地歴歴史 世界史Ａ，世界史Ｂ，日本史Ａ，日本史Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ

公民 現代社会，倫理，政治・経済

数学 数学Ｉ，数学Ⅱ，数学、，数学Ａ，数学Ｂ，数学活用

理科 科学と人間生活，物理基礎，物理，化学基礎，化学，生物基礎，生

物，地学基礎，地学，理科課題研究

保健体育 体育，保健

芸術 音楽Ｉ 音楽Ⅱ，音楽Ⅲ，美術Ｉ，美術Ⅱ，美術Ⅲ，工芸Ｉ

Ⅱ，工芸、，書道Ｉ 書道Ⅱ，書道Ⅲ

Ｔ芸

外国語

コミュニケーション英語基礎，コミュニケーション英語Ｉ，コミュ

ニケーション英語Ⅱ，コミュニケーション英語Ⅲ，英語表現Ｉ，英
語表現Ⅱ，英語会話

家庭 家庭基礎，家庭総合，生活デザイン

情報 社会と情報，情報の科学

各教科 各教科に属する科目

農業

農業と環境，課題研究，総合実習，農業情報処理，作物，野菜，果
樹，草花，畜産，農業経営，農業機械，食品製造，食品化学，微生

物利用，植物バイオテクノロジー，動物バイオテクノロジー，農業

経済,食品流通，森林科学，森林経営，林産物利用，農業土木設計，
農業土木施工，水循環，造園計画，造園技術，環境緑化材料，測量，
生物活用，グリーンライフ
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ンテリアエレメント生産，デザイン技術，デザイン材料，デザイン

史

商業

ビジネス基礎，課題研究，総合実践，ビジネス実務，マーケティン

グ,商品開発，広告と販売促進，ビジネス経済，ビジネス経済応用，

経済活動と法，簿記，財務会計Ｉ，財務会計Ⅱ，原価計算，管理会

計，情報処理，ビジネス情報，電子商取引，プログラミング，ピジ

ネス情報管理

水産

水産海洋基礎,課題研究,総合実習，海洋情報技術,水産海洋科学，

漁業，航海・計器，船舶運用，船用機関，機械設計工作，電気理論，

移動体通信工学，海洋通信技術，資源増殖，海洋生物，海洋環境，

小型船舶，食品製造，食品管理，水産流通，ダイビング，マリンス
ポーツ

家庭

生活産業基礎，課題研究，生活産業情報，消費生活，子どもの発達

と保育，子ども文化，生活と福祉，リビングデザイン，服飾文化，

ファッション造形基礎,ファッション造形,ファッションデザイン，

服飾手芸，フードデザイン，食文化，調理，栄養，食品，食品衛生，

公衆衛生

看護

基礎看議，人体と看護，疾病と看謹，生活と看護，成人看護，老年
看護，精神看護，在宅看護，母性看護，小児看護，看護の統合と実
践，看護臨地実習，看護情報活用

情報

情報産業と社会，課題研究，情報の表現と管理，情報と問題解決，

情報テクノロジー，アルゴリズムとプログラム，ネットワークシス

テム，データベース，情報システム実習，情報メディア，情報デザ
イン，表現メディアの編集と表現，情報コンテンツ実習

福祉

社会福祉基礎，介護福祉基礎，コミュニケーション技術，生活支援
技術ﾌﾞ介護過程,介護総合演習，介護実習，こころとからだの理解，
福祉情報活用

理数 理数数学Ｉ，理数数学Ⅱ，理数数学特論，理数物理，理数化学，理

数生物，理数地学，課題研究

体育 スポーツ概論，スポーツＩ，スポーツⅡ，スポーツ、，スポーツⅣ，

スポーツＶ，スポーツⅥ，スポーツ総合演習

音楽 音楽理論，音楽史，演奏研究，ソルフエージユ，声楽，器楽，作曲，
鑑賞研究

美術

美術概論，美術史，素描，構成，絵画，版画，彫刻 ピジュァルデ

ザイン，クラフトデザイン，情報メディアデザイン，映像表現，環
境造形，鑑賞研究

外国語 総合英語，英語理解，英語表現，異文化理解，時事英語
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第１章総則

第１款教育課程編成の一般方針

１各学校においては，教育基本法及び学校教育法その他の法令並びにこの章以下に示すところに

従い，生徒の人間として調和のとれた育成を目指し，地域や学校の実態，課程や学科の特色，生

徒の心身の発達の段階及び特性等を十分考慮して，適切な教育課程を編成するものとし，これら

に掲げる目標を達成するよう教育を行うものとする。

学校の教育活動を進めるに当たっては，各学校において，生徒に生きる力をはぐくむことを目

指し，創意工夫を生かした特色ある教育活動を展開する中で，基礎的・基本的な知識及び技能を

確実に習得させ，これらを活用して課題を解決するために必要な思考力，判断力，表現力その他

の能力をはぐくむとともに，主体的に学習に取り組む態度を養い，個性を生かす教育の充実に努

めなければならない。その際，生徒の発達の段階を考慮して，生徒の言語活動を充実するととも

に，家庭との連携を図りながら，生徒の学習習慣が確立するよう配慮しなければならない。

２学校における道徳教育は，生徒が自己探求と自己実現に努め国家・社会の一員としての自覚に

基づき行為しうる発達の段階にあることを考慮し人間としての在り方生き方に関する教育を学校

の教育活動全体を通じて行うことにより，その充実を図るものとし，各教科に属する科目，総合

的な学習の時間及び特別活動のそれぞれの特質に応じて，適切な指導を行わなければならない。

道徳教育は,教育基本法及び学校教育法に定められた教育の根本精神に基づき，人間尊重の精
神と生命に対する畏敬の念を家庭，学校，その他社会における具体的な生活の中に生かし，豊か

な心をもち，伝統と文化を尊重し，それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛し，個性豊かな文

化の創造を図るとともに,公共の精神を尊び,民主純f'二会及び国家の発展に努め,他国を尊重
し,国際社会の平和と発展や環境の保全に貢献し未来を拓く主体性のある日本人を育成するため，
その基盤としての道徳性を養うことを目標とする。

道徳教育を進めるに当たっては，特に，道徳的実践力を高めるとともに，自他の生命を尊重す
る精神，自律の精神及び社会連帯の精神並びに義務を果たし賀任を重んずる態度及び人権を尊重
し差別のないよりよい社会を実現しようとする態度を養うための指導が適切に行われるよう配慮
しなければならない。

３学校における体育・健康に関する指導は，生徒の発達の段階を考慮して，学校の教育活動全体
を通じて適切に行うものとする。特に,学校における食育の推進並びに体力の向上に関する指導，
安全に関する指導及び心身の健康の保持増進に関する指導については，保健体育科はもとより，
家庭科，特別活動などにおいてもそれぞれの特質に応じて適切に行うよう努めることとする。ま
た，それらの指導を通して，家庭や地域社会との連携を図りながら，日常生活において適切な体
育・健康に関する活動の実践を促し，生涯を通じて健康・安全で活力ある生活を送るための基礎
が培われるよう配慮しなければならない。

４学校においては，地域や学校の実態等に応じて，就業やボランティアにかかわる体験的な学習

の指導を適切に行うようにし,動議の尊さや創造することの喜びを体得させ,望ましい勤労観，
職業観の育成や社会奉仕の精神の酒養に資するものとする。

第２款各教科・科目及び単位数等

１卒業までに履修させる単位数等

各学校においては，卒業までに履修させる下記２から５までに示す各教科に属する科目及びそ
の単位数，総合的な学習の時間の単位数並びに特別活動及びその授業時数に関する事項を定める
ものとする。この場合，各教科に属する科目（以下「各教科・科目」という｡）及び総合的な学
習の時間の単位数の計は，第３款の１，２及び３の(1)に掲げる各教科・科目の単位数並びに総

１ 



Ｉ 
P 

合的な学習の時間の単位数を含めて74単位以上とする。
単位については，１単位時間を50分とし，３５単位時間の授業を１単位として計算することを標

準とする。ただし，通信制の課程においては，第７款の定めるところによるものとする。
２各学科に共通する各教科・科目及び総合的な学習の時間並びに標準単位数
各学校においては，教育課程の編成に当たって，次の表に掲げる各教科・科目及び総合的な学

習の時間並びにそれぞれの標準単位数を踏まえ，生徒に履修させる各教科・科目及び総合的な学
習の時間並びにそれらの単位数について適切に定めるものとする。ただし，生徒の実態等を考慮
し＿特に必要がある場合には，標準単位数の標準の限度を超えて単位数を増加して配当すること特に必要がある場合には，し，特に」

ができる。
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主として専門学科において開設される各教科・科目

各学校においては，教育課程の編成に当たって，欲

３ 

次の表に掲げる主として専門学科（専門教育

を主とする学科をいう。以下同じ｡）において開設される各教科・科目及び設置者の定めるそれ
ぞれの標準単位数を踏まえ，生徒に履修させる各教科・科目及びその単位数について適切に定め
るものとする。

３ 

理科課題研 究’ １ 

保健体育体育

保健

７～８ 

２ 

芸術

Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
 

楽
楽
楽
術
術
術
芸
芸
芸
道
道
道

音
音
音
美
美
美
工
工
工
書
書
書

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
 

外国語

コミュニケーショ

ン英語基礎

コミュニケーショ

ン英語Ｉ

コミュニケーショ

ン英語Ⅱ

コミュニケーショ

ン英語、

英語表現Ｉ

英語表現Ⅱ

英語会話

２
３
４
４
２
４
２
 

家庭

家庭基礎

家庭総合

生活デザイン

２
４
４
 

情報 社会と情報

情報の科学

２
２
 

総合的な学

習の時間

３～６ 
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樅”’
情報産業と社会，課題研究，情報の表現と管理，情報と問題解決，
情報テクノロジー，アルゴリズムとプログラム，ネットワークシス

テム，データベース，情報システム実習，情報メディア，情報デザ

教科 科目

農業

農業と環境，課題研究，総合実習，農業情報処理，作物，野菜，果

樹，草花，畜産，農業経営，農業機械，食品製造，食品化学，微生

物利用，植物バイオテクノロジー，動物バイオテクノロジー，農業

経済，食品流通，森林科学,森林経営，林産物利用，農業土木設計，

農業土木施工，水循環，造園計画，造園技術，環境緑化材料，測量，

生物活用，グリーンライフ

工業

工業技術基礎，課題研究，実習，製図，工業数理基礎，情報技術基

礎，材料技術基礎，生産システム技術，工業技術英語，工業管理技

術，環境工学基礎，機械工作，機械設計，原動機，電子機械，電子

機械応用，自動車工学，自動車整備，電気基礎，電気機器，電力技

術，電子技術，電子回路，電子計測制御，通信技術，電子情報技術，

プログラミング技術，ハードウェア技術，ソフトウェア技術，コン

ピュータシステム技術，建築構造，建築計画，建築構造設計，建築

施工，建築法規，設備計画，空気調和設備，衛生・防災設備，測量，

土木基礎力学，土木構造設計,土木施工，社会基盤工学，工業化学，

化学工学，地球環境化学，材料製造技術，工業材料，材料加工，セ

ラミック化学，セラミック技術，セラミック工業，繊維製品，繊維

･染色技術，染織デザイン，インテリア計画，インテリア装備，イ

ンテリアエレメント生産，デザイン技術，デザイン材料，デザイン

史

商業

ビジネス基礎，課題研究，総合実践，ビジネス実務，マーケティン

グ，商品開発，広告と販売促進，ビジネス経済，ビジネス経済応用，

経済活動と法，簿記，財務会計Ｉ，財務会計Ⅱ，原価計算，管理会

計，情報処理，ビジネス情報，電子商取引，プログラミング，ピジ

ネス情報管理

水産

水産海洋基礎，課題研究，総合実習，海洋情報技術，水産海洋科学，

漁業，航海・計器,船舶運用，船用機関，機械設計工作，電気理論，

移動体通信工学，海洋通信技術，資源増殖，海洋生物，海洋環境，

小型船舶，食品製造，食品管理，水産流通，ダイビング，マリンス
ポーツ

家庭

生活産業基礎，課題研究，生活産業情報，消費生活，子どもの発達

と保育，子ども文化，生活と福祉，リビングデザイン，服飾文化，

ファッション造形基礎，ファッション造形,ファッションデザイン，

服飾手芸，フードデザイン,食文化，調理，栄養，食品，食品衛生，
公衆衛生

看護

基礎看護，人体と看護，疾病と看護，生活と看護，成人看護，老年

看護，精神看護，在宅看護，母性看護，小児看護，看護の統合と実

銭，看護臨地実習，看護情報活用



学校設定科目４ 

学校においては，地域，学校及び生徒の実態，学科の特色等に応じ，特色ある教育課程の編成

資するよう，上記２及び３の表に掲げる教科について，これらに属する科目以外の科目（以下に資するよう，上記２及び３の表に掲げる教科について，これらに属する科目以外の科目（以下

「学校設定科目」という｡）を設けることができる。この場合において，学校設定科目の名称，

目標，内容，単位数等については，その科目の属する教科の目標に基づき，各学校の定めるとこ

ろによるものとする。

５学校設定教科

（１）学校においては，地域，学校及び生徒の実態，学科の特色等に応じ，特色ある教育課程の編

成に資するよう，上記２及び３の表に掲げる教科以外の教科（以下「学校設定教科」という｡）

及び当該教科に関する科目を設けることができる。この場合において，学校設定教科及び当該

教科に関する科目の名称，目標，内容，単位数等については，高等学校教育の目標及びその水

準の維持等に十分配慮し，各学校の定めるところによるものとする。

（２）学校においては，学校設定教科に関する科目として「産業社会と人間」を設けることができ

る。この科目の目標，内容，単位数等を各学校において定めるに当たっては，産業社会におけ

る自己の在り方生き方について考えさせ，社会に積極的に寄与し，生涯にわたって学習に取り

組む意欲や態度を養うとともに，生徒の主体的な各教科・科目の選択に資するよう，就業体験

等の体験的な学習や調査・研究などを通して，次のような事項について指導することに配慮す

るものとする。

ア社会生活や職業生活に必要な基本的な能力や態度及び望ましい勤労観，職業観の育成

イ我が国の産業の発展とそれがもたらした社会の変化についての考察

ウ自己の将来の生き方や進路についての考察及び各教科・科目の履修計画の作成

第３款各教科・科目の履修等

１各学科に共通する必履修教科・科目及び総合的な学習の時間

（１）すべての生徒に履修させる各教科・科目（以下「必履修教科・科目」という｡）は次のとお

りとし,その単位数は,第２款の２に標準単位数として示された単位数を下らないものとする。

５ 

イン，表現メディアの編集と表現，情報コンテンツ実習

福祉
社会福祉基礎，介護福祉基礎，コミュニケーション技術，生活支援
技術,介護過程,介護総合演習，介談実習，こころとからだの理解，
福祉情報活用

理数 理数数学Ｉ，理数数学Ⅱ，理数数学特論，理数物理，理数化学，理
数生物，理数地学，課題研究

体育 スポーツ概論，スポーツＩ，スポーツⅡ，スポーツⅢ，スポーツⅣ，
スポーツＶ，スポーツⅥ，スポーツ総合演習

音楽 音楽理論，音楽史，演奏研究，ソルフェージュ，声楽，器楽，作曲
鑑賞研究

美術

美術概論，美術史，素描，構成，絵画，版画，彫刻，ビジュアルデ

ザイン，クラフトデザイン，情報メディアデザイン，映像表現，環
境造形，鑑賞研究

英語 総合英語，英語理解，英語表現，異文化理解，時事英語



Ｐ－－－－－ニペゴーーーョ

ただし，生徒の実態及び専門学科の特色等を考慮し，特に必要がある場合には，「国語総合」
については３単位又は２単位とし，「数学Ｉ」及び「コミュニケーション英語Ｉ」については
２単位とすることができ,その他の必履修教科・科目(標準単位数が２単位であるものを除く｡）
についてはその単位数の一部を減じることができる。

ア国語のうち「国語総合」

イ地理歴史のうち「世界史Ａ」及び「世界史Ｂ」のうちから１科目並びに「日本史Ａ｣，「日
本史Ｂ｣，「地理Ａ」及び「地理Ｂ」のうちから１科目
ウ公民のうち「現代社会」又は「倫理」・「政治・経済」

エ数学のうち「数学Ｉ」

オ理科のうち「科学と人間生活｣，「物理基礎｣，「化学基礎｣，「生物基礎」及び「地学基礎」
のうちから２科目（うち１科目は「科学と人間生活」とする｡）又は「物理基礎｣，「化学基
礎｣，「生物基礎」及び「地学基礎」のうちから３科目
力保健体育のうち「体育」及び「保健」

キ芸術のうち「音楽Ｉ｣，「美術I｣，「工芸Ｉ」及び｢書道Ｉ」のうちから’科目
ク外国語のうち「コミュニケーション英語Ｉ」（英語以外の外国語を履修する場合は，学校
設定科目として設ける１科目とし，その標準単位数は３単位とする｡）

ケ家庭のうち「家庭基礎｣，「家庭総合」及び「生活デザイン」のうちから１科目
．情報のうち「社会と情報」及び「情報の科学」のうちから１科目

(2)総合的な学習の時間については，すべての生徒に履修させるものとし，その単位数は，第２

款の２に標準単位数として示された単位数の下限を下らないものとする。ただし，特に必要が

ある場合には，その単位数を２単位とすることができる。

専門学科における各教科・科目の履修

専門学科における各教科・科目の履修については，上記１のほか次のとおりとする。

(1)専門学科においては，専門教科・科目（第２款の３の表に掲げる各教科・科目，同表の教科

に属する学校設定科目及び専門教育に関する学校設定教科に関する科目をいう。以下同じ｡）

について，すべての生徒に履修させる単位数は，２５単位を下らないこと。ただし，商業に関す

る学科においては，上記の単位数の中に外国語に属する科目の単位を５単位まで含めることが

できること。また，商業に関する学科以外の専門学科においては，各学科の目標を達成する上

で，専門教科・科目以外の教科・科目の履修により，専門教科・科目の履修と同様の成果が期

待できる場合においては，その専門教科・科目以外の教科・科目の単位を５単位まで上記の単

位数の中に含めることができること。

(2)専門教科・科目の履修によって，上記１の必履修教科・科目の履修と同様の成果が期待でき

る場合においては，その専門教科・科目の履修をもって，必履修教科・科目の履修の一部又は

全部に替えることができること。

(3)職業教育を主とする専門学科においては，総合的な学習の時間の履修により，農業，工業，

商業，水産，家庭若しくは情報の各教科に属する「課題研究｣，「看護臨地実習」又は「介護総

合演習」（以下この項において「課題研究等」という｡）の履修と同様の成果が期待できる場合

においては，総合的な学習の時間の履修をもって課題研究等の履修の一部又は全部に替えるこ

とができる。また，課題研究等の履修により，総合的な学習の時間の履修と同様の成果が期待

できる場合においては，課題研究等の履修をもって総合的な学習の時間の履修の一部又は全部

に替えることができる。

総合学科における各教科・科目の履修等

総合学科における各教科・科目の履修等については，上記１のほか次のとおりとする。

(1)総合学科においては，第２款の５の(2)に掲げる「産業社会と人間」をすべての生徒に原則
として入学年次に履修させるものとし，標準単位数は２～４単位とすること。

(2)総合学科においては,学年による教育課程の区分を設けない課程(以下｢単位制による課程」
という｡）とすることを原則とするとともに，「産業社会と人間」及び専門教科・科目を合わせ
て25単位以上設け，生徒が多様な各教科・科目から主体的に選択履修できるようにすること。

、

２ 

３ 

６ 



その際，生徒が選択履修するに当たっての指針となるよう，体系性や専門性等において相互に

関連する各教科・科目によって榊成される科目群を複数設けるとともに，必要に応じ，それら
以外の各教科・科目を設け，生徒が自由に選択履修できるようにすること。

第４款各教科・科目，総合的な学習の時間及び特別活動の授業時数等

１全日制の課程における各教科・科目及びホームルーム活動の授業は，年間35週行うことを標準

とし，必要がある場合には，各教科・科目の授業を特定の学期又は特定の期間（夏季，冬季，学

年末等の休業日の期間に授業日を設定する場合を含む｡）に行うことができる。

２全日制の課程における週当たりの授業時数は，３０単位時間を標準とする。ただし，必要がある

場合には，これを増加することができる。

３定時制の課程における授業日数の季節的配分又は週若しくは１日当たりの授業時数について

は，生徒の勤労状況と地域の諸事情等を考慮して，適切に定めるものとする。

４ホームルーム活動の授業時数については,原則として,年間35単位時間以上とするものとする。

５生徒会活動及び学校行事については，学校の実態に応じて，それぞれ適切な授業時数を充てる
ものとする。

６定時制の課程において，特別の事情がある場合には，ホームルーム活動の授業時数の一部を減

じ，又はホームルーム活動及び生徒会活動の内容の一部を行わないものとすることができる。

７各教科・科目，総合的な学習の時間及び特別活動（以下「各教科・科目等」という｡）のそれ

ぞれの授業の１単位時間は，各学校において，各教科・科目等の授業時数を確保しつつ，生徒の

実態及び各教科・科目等の特質を考慮して適切に定めるものとする。なお，１０分間程度の短い時

間を単位として特定の各教科・科目の指導を行う場合において，当該各教科・科目を担当する教

師がその指導内容の決定や指導の成果の把握と活用等を資任をもって行う体制が整備されている

ときは，その時間を当該各教科・科目の授業時数に含めることができる。

８総合的な学習の時間における学習活動により，特別活動の学校行事に掲げる各行事の実施と同

様の成果が期待できる場合においては，総合的な学習の時間における学習活動をもって相当する

特別活動の学校行事に掲げる各行事の実施に替えることができる。

第５款教育課程の編成・実施に当たって配慮すぺき事項

１選択履修の趣旨を生かした適切な教育課程編成

教育課程の編成に当たっては，生徒の特性，進路等に応じた適切な各教科．科目の履修ができ
るようにし，このため，多様な各教科・科目を設け生徒が自由に選択履修することのできるよう
配慮するものとする。また，教育課程の類型を設け，そのいずれかの類型を選択して履修させる
場合においても，その類型において履修させることになっている各教科．科目以外の各教科．科
目を履修させたり，生徒が自由に選択履修することのできる各教科．､科目を設けたりするものと

する。

２各教科・科目等の内容等の取扱い

（１）学校においては，第２章以下に示していない事項を加えて指導することができる。また，第
２章以下に示す内容の取扱いのうち内容の範囲や程度等を示す事項は，当該科目を履修するす

べての生徒に対して指導するものとする内容の範囲や程度等を示したものであり，学校におい
て必要がある場合には，この事項にかかわらず指導することができる。ただし，これらの場合

には，第２章以下に示す教科，科目及び特別活動の目標や内容の趣旨を逸脱したり，生徒の負
担過重になったりすることのないようにするものとする。

（２）第２章以下に示す各教科・科目及び特別活動の内容に掲げる事項の順序は，特に示す場合を
除き，指導の順序を示すものではないので，学校においては，その取扱いについて適切な工夫
を加えるものとする。

１
１
 

７ 



（３）学校においては，あらかじめ計画して，各教科・科目の内容及び総合的な学習の時間におけ
る学習活動を学期の区分に応じて単位ごとに分割して指導することができる。
（４）学校においては，特に必要がある場合には，第２章及び第３章に示す教科及び科目の目標の
趣旨を損なわない範囲内で，各教科・科目の内容に関する事項について，基礎的・基本的な事
項に重点を置くなどその内容を適切に選択して指導することができる。

３指導計画の作成に当たって配慮すべき事項
各学校においては，次の事項に配慮しながら，学校の創意工夫を生かし，全体として，調和の
とれた具体的な指導計画を作成するものとする。

（１）各教科・科目等について相互の関連を図り，発展的,系統的な指導ができるようにすること。
（２）各教科・科目の指導内容については，各事項のまとめ方及び重点の置き方に適切な工夫を加
えて，効果的な指導ができるようにすること。
（３）学校や生徒の実態等に応じ，必要がある場合には，例えば次のような工夫を行い，義務教育
段階での学習内容の確実な定着を図るようにすること。

ア各教科・科目の指導に当たり，義務教育段階での学習内容の確実な定着を図るための学習
機会を設けること。

イ義務教育段階での学習内容の確実な定着を図りながら，必履修教科・科目の内容を十分に
習得させることができるよう，その単位数を標準単位数の標準の限度を超えて増加して配当
すること。

ウ義務教育段階での学習内容の確実な定着を図ることを目標とした学校設定科目等を履修さ
せた後に，必履修教科・科目を履修させるようにすること。

（４）全教師が協力して道徳教育を展開するため，第１款の２に示す道徳教育の目標を踏まえ，指

導の方針や重点を明確にして，学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育について，その全体
計画を作成すること。

４職業教育に関して配慮すべき事項

（１）普通科においては，地域や学校の実態，生徒の特性，進路等を考慮し，必要に応じて，適切

な職業に関する各教科・科目の履修の機会の確保について配慮するものとする。

（２）職業教育を主とする専門学科においては，次の事項に配慮するものとする。

ア職業に関する各教科・科目については，実験・実習に配当する授業時数を十分確保するよ

うにすること。

イ生徒の実態を考慮し，職業に関する各教科・科目の履修を容易にするため特別な配慮が必

要な場合には，各分野における基礎的又は中核的な科目を重点的に選択し，その内容につい
ては基礎的・基本的な事項が確実に身に付くように取り扱い，また，主として実験．実習に

よって指導するなどの工夫をこらすようにすること。

（３）学校においては，キャリア教育を推進するために，地域や学校の実態，生徒の特性，進路等

を考慮し，地域や産業界などとの連携を図り，産業現場等における長期間の実習を取り入れる

など就業体験の機会を積極的に設けるとともに，地域や産業界の人々の協力を積極的に得るよ

う配慮するものとする。

（４）職業に関する各教科・科目については，次の事項に配慮するものとする。

ア職業に関する各教科・科目については,就業体験をもって実習に替えることができること。

この場合，就業体験は，その各教科・科目の内容に直接関係があり，かつ，その－部として

あらかじめ計画されるものであることを要すること。

イ農業，水産及び家庭に関する各教科・科目の指導に当たっては，ホームプロジェクト並び

に学校家庭クラブ及び学校農業クラブなどの活動を活用して，学習の効果を上げるよう留意

すること。この場合，ホームプロジェクトについては，その各教科・科目の授業時数の10分
の２以内をこれに充てることができること。

ウ定時制及び通信制の課程において，職業に関する各教科・科目を履修する生徒が，現にそ

の各教科・科目と密接な関係を有する職業（家事を含む｡）に従事している場合で，その職

業における実務等が，その各教科・科目の一部を履修した場合と同様の成果があると認めら

’ 
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れるときは,その実務等をもってその各教科・科目の履修の一部に替えることができること。
５教育課程の実施等に当たって配慮すぺき事項

以上のほか，次の事項について配慮するものとする。

（１）各教科・科目等の指導に当たっては,生徒の思考力,判断力,表現力等をはぐくむ観点から，
基礎的・基本的な知職及び技能の活用を図る学習活動を重視するとともに，言語に関する関心

や理解を深め，言語に関する能力の育成を図る上で必要な言語環境を整え，生徒の言語活動を

充実すること。

（２）学校の教育活動全体を通じて，個々の生徒の特性等の的確な把握に努め，その伸長を図るこ

と。また，生徒が適切な各教科・科目や類型を選択し学校やホームルームでの生活によりよく

適応するとともに，現在及び将来の生き方を考え行動する態度や能力を育成することができる

よう，ガイダンスの機能の充実を図ること。

（３）教師と生徒の信頼関係及び生徒相互の好ましい人間関係を育てるとともに生徒理解を深め，

生徒が主体的に判断，行動し積極的に自己を生かしていくことができるよう，生徒指導の充実

を図ること。

（４）生徒が自己の在り方生き方を考え，主体的に進路を選択することができるよう，学校の教育

活動全体を通じ，計画的，組織的な進路指導を行い，キャリア教育を推進すること。

（５）各教科・科目等の指導に当たっては，生徒が学習の見通しを立てたり学習したことを振り返

ったりする活動を計画的に取り入れるようにすること。

（６）各教科・科目等の指導に当たっては，教師間の連携協力を密にするなど指導体制を確立する

とともに，学校や生徒の実態に応じ，個別指導やグループ別指導，繰り返し指導，教師間の協

力的な指導，生徒の学習内容の習熟の程度等に応じた弾力的な学級の編成など指導方法や指導
体制を工夫改善し，個に応じた指導の充実を図ること。

（７）学習の遅れがちな生徒などについては，各教科・科目等の選択，その内容の取扱いなどにつ
いて必要な配慮を行い，生徒の実態に応じ，例えば義務教育段階の学習内容の確実な定着を図
るための指導を適宜取り入れるなど，指導内容や指導方法を工夫すること。

（８）障害のある生徒などについては，各教科・科目等の選択，その内容の取扱いなどについて必

要な配慮を行うとともに，特別支援学校等の助言又は援助を活用しつつ，例えば指導について
の計画又は家庭や医療，福祉，労働等の業務を行う関係機関と連携した支援のための計画を個
別に作成することなどにより，個々の生徒の障害の状態等に応じた指導内容や指導方法の工夫

を計画的，組織的に行うこと。

（９）海外から帰国した生徒などについては，学校生活への適応を図るとともに，外国における生
活経験を生かすなど適切な指導を行うこと。

（10)各教科・科目等の指導に当たっては，生徒が情報モラルを身に付け，コンピュータや情報通
信ネットワークなどの情報手段を適切かつ実践的，主体的に活用できるようにするための学習
活動を充実するとともに，これらの情報手段に加え視聴覚教材や教育機器などの教材・教具の
適切な活用を図ること。

（Ⅱ）学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図り，生徒の主体的，意欲的な学習活動や読
書活動を充実すること。

（12）生徒のよい点や進歩の状況などを積極的に評価するとともに，指導の過程や成果を評価し，
指導の改善を行い学習意欲の向上に生かすようにすること。

（'3)生徒の自主的，自発的な参加により行われる部鯛については,スポーツや文化及び科学等
に親しませ，学習意欲の向上や責任感，連帯感の酒養等に資するものであり，学校教育の一環
として，教育課程との関連が図られるよう留意すること。その際，地域や学校の実態に応じ，
地域の人々の協力，社会教育施設や社会教育関係団体等の各種団体との連携などの運営上の工
夫を行うようにすること。

（Ⅱ）学校がその目的を達成するため，地域や学校の実態等に応じ，家庭や地域の人々の協力を得
るなど家庭や地域社会との連携を深めること。また，高等学校間や中学校，特別支援学校及び
大学などとの間の連携や交流を図るとともに，障害のある幼児児童生徒などとの交流及び共同
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学習や高齢者などとの交流の機会を設けること。

第６款単位の修得及び卒業の認定

１各教科・科目及び総合的な学習の時間の単位の修得の認定
（１）学校においては，生徒が学校の定める指導計画に従って各教科・科目を履修し，その成果が
教科及び科目の目標からみて満足できると認められる場合には，その各教科・科目について履
修した単位を修得したことを認定しなければならない.
（２）学校においては，生徒が学校の定める指導計画に従って総合的な学習の時間を履修し，その
成果が第４章に定める目標からみて満足できると認められる場合には，総合的な学習の時間に
ついて履修した単位を修得したことを認定しなければならない。
（３）学校においては，生徒が１科目又は総合的な学習の時間を２以上の年次にわたって分割履修
したときは，各年次ごとにその各教科・科目又は総合的な学習の時間について履修した単位を
修得したことを認定することを原則とする。また，単位の修得の認定を学期の区分ごとに行う
ことができる。

２卒業までに修得させる単位数

学校においては，卒業までに修得させる単位数を定め，校長は，当該単位数を修得した者で，
特別活動の成果がその目標からみて満足できると認められるものについて，高等学校の全課程の
修了を認定するものとする。この場合，卒業までに修得させる単位数は，７４単位以上とする。な
お，普通科においては，卒業までに修得させる単位数に含めることができる学校設定科目及び学
校設定教科に関する科目に係る修得単位数は，合わせて20単位を超えることができない。
３各学年の課程の修了の認定

学校においては，各学年の課程の修了の認定については，単位制が併用されていることを踏ま
え，弾力的に行うよう配慮するものとする。

第７款通信制の課程における教育課程の特例

通信制の課程における教育課程については，第１款から第６款まで（第４款，第５款の１並びに
第５款の４の(4)のア及びイを除く｡）に定めるところによるほか，次に定めるところによる。
１各教科・科目の添削指導の回数及び面接指導の単位時間（１単位時間は，５０分として計算する
ものとする。以下同じ｡）数の標準は，１単位につき次の表のとおりとするほか，学校設定教科
に関する科目のうち専門教科・科目以外のものについては，各学校が定めるものとする。

１０ 

各教科・科目 添削指導（回） 面接指導(単位時間）

国語，地理歴史し公民及び数学に属す
る科目

３ １ 

理科に属する科目 ３ ４ 

保健体育に属する科目のうち「体育」 １ ５ 

保健体育に属する科目のうち「保健」 ３ １ 

芸術及び外国語に属する科目 ３ ４ 

家庭及び情報に属する科目並びに専門

教科・科目

各教科・科目の必要

に応じて２～３

各教科・科目の必要

に応じて２～８



２総合的な学習の時間の標準単位数は３～６単位とし，その添削指導の回数及び面接指導の単位
時間数については，各学校において，学習活動に応じ適切に定めるものとする。ただし，特に必
要がある場合には，その単位数を２単位とすることができる。

３面接指導の授業の１単位時間は，各学校において，各教科・科目の面接指導の単位時間数を確
保しつつ，生徒の実態及び各教科・科目等の特質を考慮して適切に定めるものとする。

４学校が，その指導計画に，各教科・科目又は特別活動について計画的かつ継続的に行われるラ

ジオ放送，テレビ放送その他の多様なメディアを利用して行う学習を取り入れた場合で，生徒が

これらの方法により学習し，報告課題の作成等により，その成果が満足できると認められるとき

は，その生徒について，その各教科・科目の面接指導の時間数又は特別活動の時間数のうち，各

メディアごとにそれぞれ10分の６以内の時間数を免除することができる。ただし，免除する時間

数は，合わせて10分の８を超えることができない。

５特別活動については，ホームルーム活動を含めて，各々の生徒の卒業までに30単位時間以上指

導するものとする。なお，特別の事情がある場合には，ホームルーム活動及び生徒会活動の内容

グ

の一部を行わないものとすることができる。
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第２章各学科に共通する各教科

第１節国語

第１款目標

国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し，伝え合う力を高めるとともに，思考力や想像
力を伸ばし，心情を豊かにし，言語感覚を磨き，言語文化に対する関心を深め，国語を尊重してそ
の向上を図る態度を育てる。

第２款各科目

第１国語総合

１目標

国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し，伝え合う力を高めるとともに，思考力や想

像力を伸ばし，心情を豊かにし，言語感覚を磨き，言語文化に対する関心を深め，国語を尊重し

てその向上を図る態度を育てる。

２内容

Ａ話すこと・・聞くこと

（１）次の事項について指導する。

ア話題について様々な角度から検討して自分の考えをもち，根拠を明確にするなど論理

の構成や展開を工夫して意見を述べること。

イ目的や場に応じて，効果的に話したり的確に聞き取ったりすること。

ウ課題を解決したり考えを深めたりするために，相手の立場や考えを尊重し，表現の仕

方や進行の仕方などを工夫して話し合うこと。

エ話したり聞いたり話し合ったりしたことの内容や表現の仕方について自己評価や相互

評価を行い，自分の話し方や言葉遣いに役立てるとともに，ものの見方，感じ方，考え

方を豊かにすること。

（２）(1)に示す事項については，例えば，次のような言語活動を通して指導するものとする。

ア状況に応じた話題を選んでスピーチしたり，資料に基づいて説明したりすること。

イ調査したことなどをまとめて報告や発表をしたり，内容や表現の仕方を吟味しながら

それらを聞いたりすること｡・

ウ反論を想定して発言したり疑問点を質問したりしながら，課題に応じた話合いや討論

などを行うこと。

Ｂ書くこと

（１）次の事項について指導する。

ア相手や目的に応じて題材を選び，文章の形態や文体，語句などを工夫して書くこと。

イ論理の構成や展開を工夫し，論拠に基づいて自分の考えを文章にまとめること。

ウ対象を的確に説明したり描写したりするなど，適切な表現の仕方を考えて書くこと。

エ優れた表現に接してその条件を考えたり，書いた文章について自己評価や相互評価を

行ったりして，自分の表現に役立てるとともに，ものの見方，感じ方，考え方を豊かに

すること。

（２）(1)に示す事項については，例えば，次のような言語活動を通して指導するものとする。

ア情景や心情の描写を取り入れて，詩歌をつくったり随筆などを書いたりすること。

イ出典を明示して文章や図表などを引用し，説明や意見などを書くこと。

ウ相手や目的に応じた語句を用い，手紙や通知などを書くこと。
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Ｃ読むこと

（１）次の事項について指導する。

ア文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。

イ文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり，必要に応じて要約や詳述をしたりす

ること。

ウ文章に描かれた人物，情景，心情などを表現に即して読み味わうこと。

エ文章の榊成や展開を確かめ，内容や表現の仕方について評価したり，書き手の意図を

とらえたりすること。

オ幅広<本や文章を読み，情報を得て用いたり，ものの見方，感じ方，考え方を豊かに

したりすること。

（２）(1)に示す事項については，例えば，次のような言語活動を通して指導するものとする。

ア文章を読んで脚本にしたり，古典を現代の物語に書き換えたりすること。

イ文字,音声,画像などのメディアによって表現された摘報を,課題に応じて読み取り，

取捨選択してまとめること。

ウ現代の社会生活で必要とされている実用的な文章を読んで内容を理解し，自分の考え

をもって話し合うこと。

エ様々な文章を読み比べ，内容や表現の仕方について，感想を述べたり批評する文章を

鱒いたりすること。

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕

（１）「Ａ話すこと・聞くこと｣，「Ｂ書くこと」及び「Ｃ読むこと」の指導を通して，次の事

項について指導する。

ア伝統的な言語文化に関する事項

（ｱ）言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係について気付き，伝統的な言

語文化への興味・関心を広げること。

（ｲ）文語のきまり，訓読のきまりなどを理解すること。

イ言葉の特徴やきまりに関する事項

（ｱ）国語における言葉の成り立ち，表現の特色及び言語の役割などを理解す§こと。
（ｲ）文や文章の組立て，語句の意味，用法及び表記の仕方などを理解し，語彙を豊かに
すること。

ウ漢字に関する事項

（ｱ）常用漢字の読みに慣れ，主な常用漢字が書けるようになること。

３内容の取扱い

（１）総合的な言語能力を養うため，内容のＡ，Ｂ，Ｃ及び〔伝統的な言語文化と国語の特質に
関する事項〕について相互に密接な関連を図り，効果的に指導するようにする。

（２）内容のＡに関する指導については，次の事項に配慮するものとする。
ア話すこと・聞くことを主とする指導には15～25単位時間程度を配当するものとし，計画

的に指導すること。

イロ語のきまり，言葉遣い，敬語の用法などについて，必要に応じて扱うこと。

（３）内容のＢに関する指導については，次の事項に配慮するものとする。
ア書くことを主とする指導には30～40単位時間程度を配当するものとし，計画的に指導す
ること。

（４）内容のＣに関する指導については，次の事項に配慮するものとする。
ア古典を教材とした授業時数と近代以降の文章を教材とした授業時数との割合は，おおむ
ね同等とすることを目安として，生徒の実態に応じて適切に定めること。なお，古典にお
ける古文と漢文との割合は，一方に偏らないようにすること。

イ文章を読み深めるため，音読，朗読，暗唱などを取り入れること。

ウ自分の読書生活を振り返り，読書の幅を広げ，読書の習慣を養うこと。
（５）内容の〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕については，次の事項に配慮する
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ものとする。

ア中学校の指導の上に立って，内容のＡ，Ｂ及びＣの指導の中で深めること。
イ(1)のアの(ｲ)については，読むことの指導に即して行うこと。
(6)教材については，次の事項に留意するものとする。
ア教材は，話すこと．開くことの能力，書くことの能力，読むことの能力などを偏りなく
養うことや読書に親しむ態度の育成をねらいとし，生徒の発達の段階に即して適切な話題
や題材を精選して調和的に取り上げること。また，上記２のＡ，Ｂ及びＣのそれぞれの(2)
に掲げる言語活動が十分行われるよう教材を選定すること。

イ古典の教材については，表記を工夫し，注釈,傍注，解説，現代語訳などを適切に用い，
特に漢文については訓点を付け，必要に応じて書き下し文を用いるなど理解しやすいよう
にすること。また，古典に関連する近代以降の文章を含めること。

ウ教材は，次のような観点に配慮して取り上げること。
（ｱ）言語文化に対する関心や理解を深め，国語を尊重する態度を育てるのに役立つこと。
（ｲ）日常の言葉遣いなど言語生活に関心をもち，伝え合う力を高めるのに役立つこと。
（ｳ）思考力や想像力を伸ばし，心情を豊かにし，言語感覚を磨くのに役立つこと。
（ｴ）情報を活用して，公正かつ適切に判断する能力や創造的精神を養うのに役立つこと。
け）科学的，論理的な見方や考え方を養い，視野を広げるのに役立つこと。

（力）生活や人生について考えを深め，人間性を豊かにし，たくましく生きる意志を培うの
に役立つこと。

（ｷ）人間，社会，自然などに広く目を向け，考えを深めるのに役立つこと。
（ｸ）我が国の伝統と文化に対する関心や理解を深め，それらを尊重する態度を育てるのに
役立つこと。

（ｹ）広い視野から国際理解を深め，日本人としての自覚をもち，国際協調の精神を高める

のに役立つこと。

’ 第２国語表現

１目標

国語で適切かつ効果的に表現する能力を育成し，伝え合う力を高めるとともに，思考力や想
像力を伸ばし，言語感覚を磨き，進んで表現することによって国語の向上や社会生活の充実を

図る態度を育てる。

２内容

（１）次の事項について指導する。

ア話題や題材に応じて情報を収集し，分析して，自分の考えをまとめたり深めたりするこ

と。

イ相手の立場や異なる考えを尊重して課題を解決するために，論拠の妥当性を判断しなが

ら話し合うこと。

ウ主張や感動などが効果的に伝わるように，論理の構成や描写の仕方などを工夫して書く

こと。

エ目的や場に応じて，言葉遣いや文体など表現を工夫して効果的に話したり書いたりする

こと。

オ様々な表現について重の効果を吟味したり，書いた文章を互いに読み合って批評したり
して，自分の表現や推敲に役立てるとともに，ものの見方，感じ方，考え方を豊かにする
こと。

力国語における言葉の成り立ち，表現の特色及び言語の役割などについて理解を深めるこ

と。

（２）(1)に示す事項については，例えば，次のような言語活動を通して指導するものとする。
ア様々な考え方ができる事柄について，幅広い情報を基に自分の考えをまとめ，発表した
り討論したりすること。

● 
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イ詩歌をつくったり小説などを書いたり，鑑賞したことをまとめたりすること。
ウ関心をもった事柄について調査したことを整理して，解説や論文などにまとめること。
エ相手や目的に応じて，紹介，連絡，依頼などのための話をしたり文章を書いたりするこ
と。

オ話題や題材などについて調べてまとめたことや考えたことを伝えるための資料を，図表
や画像なども用いて編集すること。

３内容の取扱い

（１）生徒の実態等に応じて，話すこと・聞くこと又は書くことのいずれかに重点を置いて指導
することができる。

（２）内容の(1)のエについては，発声や発音の仕方，話す速度，文章の形式なども必要に応じ
て扱うようにする。

Ｏ、

（３）内容の(1)の力については，文や文章，語句，語蕊及び文語の表現法なども必要に応じて

関連的に扱うようにする。また，現代社会における言語生活の在り方について考えさせるよ

うにする。

（４）教材は，思考力や想像力を伸ばす学習活動に役立つもの，情報を活用して表現する学習活

動に役立つもの，歴史的，国際的な視野から現代の国語を考える学習活動に役立つものを取

り上げるようにする。

第３現代文Ａ

１目標

近代以降の様々な文章を読むことによって，我が国の言語文化に対する理解を深め，生涯に

わたって読書に親しみ，国語の向上や社会生活の充実を図る態度を育てる。

２内容

（１）次の事項について指導する。

ア文章に表れたものの見方，感じ方，考え方を読み取り，人間，社会，自然などについて

考察すること。

イ文章特有の表現を味わったり，語句の用いられ方について理解を深めたりすること。

ウ文章を読んで，言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係について理解する

こと。

＝近代以降の言語文化についての課題を設定し，様々な資料を読んで探究して，言語文化

について理解を深めること。

（２）(1)に示す事項については，例えば，次のような言語活動を通して指導するものとする。

ア文章の調子などを味わいながら音読や朗読をしたり，印象に残った内容や場面について

文章中の表現を根拠にして説明したりすること。

イ外国の文化との関係なども視野に入れて，文章の内容や表現の特色を調べ，発表したり

論文にまとめたりすること。

、ウ図書館を利用して同じ作者や同じテーマの文章を読み比べ，それについて話し合ったり

批評したりすること。

３内容の取扱い

（１）文章を読む楽しさを味わったり，近代以降の言語文化に触れることの意義を理解したりす

ることを重視し，読書への関心を高め，読書の習慣を付けるようにする。

（２）教材については，次の事項に留意するものとする。

ア教材は，特定の文章や作品，文種や形態などについて，まとまりのあるものを中心とし

て適切に取り上げること。

イ教材は，近代以降の様々な種類の文章とすること。また，必要に応じて実用的な文章，

翻訳の文章，近代以降の文語文及び演劇や映画の作品などを用いることができること。
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第４現代文Ｂ

１目標

近代以降の様々な文章を的確に理解し,適切に表現する能力を高めるとともに,ものの見方，

感じ方，考え方を深め，進んで読書することによって，国語の向上を図り人生を豊かにする態

度を育てる。

２内容

（１）次の事項について指導する。

ア文章を読んで，構成，展開，要旨などを的確にとらえ，その論理性を評価すること。

イ文章を読んで，書き手の意図や，人物，情景，心情の描写などを的確にとらえ，表現を

味わうこと。

ウ文章を読んで批評することを通して，人間，社会，自然などについて自分の考えを深め

たり発展させたりすること。

エ目的や課題に応じて，収集した様女な情報を分析，整理して資料を作成し，自分の考え

を効果的に表現すること。
い

オ語句の意味，用法を的確に理解し&,語蘂を豊かにするとともに，文体や修辞などの表現
上の特色をとらえ，自分の表現や推敲に役立てること。

（２）(1)に示す事項については，例えば，次のような言語活動を通して指導するものとする。

ア文学的な文章を読んで，人物の生き方やその表現の仕方などについて話し合うこと。

イ論理的な文章を読んで，書き手の考えやその展開の仕方などについて意見を書くこと。

ウ伝えたい情報を表現するためのメディアとしての文字，音声，画像などの特色をとらえ

て，目的に応じた表現の仕方を考えたり創作的な活動を行ったりすること。

エ文章を読んで関心をもった事柄などについて課題を設定し，様々な資料を調べ，その成
果をまとめて発表したり報告書や論文集などに編集したりすること。

３内容の取扱い

（１）総合的な言語能力を養うため，話すこと・聞くこと，書くこと及び読むことについて相互
に密接な関連を図り，効果的に指導するようにする。

（２）生徒の読書意欲を喚起し，読書の幅を一層広げ，文字・活字文化に対する理解が深まるよ
うにする。

（３）近代以降の文章や文学の変遷について，必要に応じて扱うようにする。
（４）教材は，近代以降の様々な種類の文章とする。その際，現代の社会生活で必要とされてい
る実用的な文章を含めるものとする。また，必要に応じて翻訳の文章や近代以降の文語文な
どを用いることができる。

第５古典Ａ

１目標

古典としての古文と漢文，古典に関連する文章を読むことによって，我が国の伝統と文化に
対する理解を深め，生涯にわたって古典に親しむ態度を育てる。
２内容

（１）次の事項について指導する。

ア古典などに表れた思想や感情を読み取り，人間，社会，自然などについて考察すること。
イ古典特有の表現を味わったり，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理解した
りすること。

ウ古典などを読んで，言語文化の特質や我が国の文化と中国の文化との関係について理解
すること。

エ伝統的な言語文化についての課題を設定し，様々な資料を読んで探究して，我が国の伝
統と文化について理解を深めること。

（２）(1)に示す事項については，例えば，次のような言語活動を通して指導するものとする。
ア古文や漢文の調子などを味わいながら音読，朗読，暗唱をすること。
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イ日常の言語生活の中から我が国の伝統と文化に関連する表現を集め，その意味や特色，
由来などについて調べたことを報告すること。

ウ図書館を利用して古典などを読み比べ,そこに描かれた人物,情景,心情などについて，

感じたことや考えたことを文章にまとめたり話し合ったりすること。

３内容の取扱い

（１）古文と漢文の両方又はいずれか一方を取り上げることができる。

（２）古典を読む楽しさを味わったり，伝統的な言語文化に触れることの意義を理解したりする

ことを重視し，古典などへの関心を高めるようにする。

（３）教材については，次の事項に留意するものとする。

ア教材は，特定の文章や作品，文種や形態などについて，まとまりのあるものを中心とし

て適切に取り上げること。

イ教材には，古典に関連する近代以降の文章を含めること。また，必要に応じて日本漢文，

近代以降の文語文や漢詩文などを用いることができること。

ウ教材は，次のような観点に配慮して取り上げること。

（ｱ）古典を進んで学習する意欲や態度を義うのに役立つこと。

（ｲ）人間，社会，自然などに対する様々な時代の人々のものの見方，感じ方，考え方につ

いて理解を深めるのに役立つこと。

（ｳ）様々な時代の人々の生き方や自分の生き方について考えたり，我が国の伝統と文化に

ついて理解を深めたりするのに役立つこと。

（ｴ）古典を読むのに必要な知識を身に付けるのに役立つこと。．

（ｵ）現代の国語について考えたり，言語感覚を豊かにしたりするのに役立つこと。

（力）中国など外国の文化との関係について理解を深めるのに役立つこと。

第６古典Ｂ

１目標

古典としての古文と漢文を読む能力を養うとともに，ものの見方,感じ方，考え方を広くし，

古典についての理解や関心を深めることによって人生を豊かにする態度を育てる。
２内容

（１）次の事項について指導する。

ア古典に用いられている語句の意味，用法及び文の構造を理解すること。

イ古典を読んで，内容を構成や展開に即して的確にとらえること。

ウ古典を読んで，人間，社会，自然などに対する思想や感情を的確にとらえ，ものの見方，
感じ方，考え方を豊かにすること。

エ古典の内容や表現の特色を理解して読み味わい，作品の価値について考察すること。
オ古典を読んで，我が国の文化の特質や我が国の文化と中国の文化との関係について理解
を深めること。

（２）(1)に示す事項については，例えば，次のような言語活動を通して指導するものとする。
ア辞書などを用いて古典の言葉と現代の言葉とを比較し，その変遷などについて分かった
ことを報告すること。

イ同じ題材を取り上げた文章や同じ時代の文章などを読み比べ，共通点や相違点などにつ
いて説明すること。

ウ古典に表れた人間の生き方や考え方などについて，文章中の表現を根拠にして話し合う
こと。

エ古典を読んで関心をもった事柄などについて課題を設定し，様々な資料を調ぺ，その成
果を発表したり文章にまとめたりすること。

３内容の取扱い

（１）古文及び漢文の両方を取り上げるものとし，一方に偏らないようにする。
（２）古典を読み深めるため，音読，朗読，暗唱などを取り入れるようにする。
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第３款各科目にわたる指導計画の作成と内容の取扱い

１指導計画の作成に当たっては，「国語表現｣，「現代文Ａ｣，「現代文Ｂ｣，「古典Ａ」及び「古典

Ｂ」の各科目については，原則として，「国語総合」を履修した後に履修させるものとする。

２内容の取扱いに当たっては，次の事項に配慮するものとする。

（１）教材については，各科目の３の内容の取扱いに示す事項のほか，「国語表現」及び「現代文

Ａ」は「国語総合」の３の(6)のウに示す事項について，「現代文Ｂ」は「国語総合」の３の(6)

のア及びウに示す事項について，「古典Ａ」及び「古典Ｂ」は「国語総合」の３の(6)のイに示

す事項について，「古典Ｂ」は「古典Ａ」の３の(3)のウに示す事項について留意すること。

（２）学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図ることなどを通して，読書意欲を喚起し幅

広く読書する態度を育成するとともに，情報を適切に用いて，思考し，表現する能力を高め
るようにすること。

（３）音声言語や画像による教材，コンピュータや情報通信ネットワークなども適切に活用し，学トワークなども適切に活用し， 学

習の効果を高めるようにすること。
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第２節地理歴史

第１款目標

我が国及び世界の形成の歴史的過程と生活・文化の地域的特色についての理解と認職を深め，国

際社会に主体的に生き平和で民主的な国家・社会を形成する日本国民として必要な自覚と資質を養
う。

第２款各科目

世界史Ａ

目標

近現代史を中心とする世界の歴史を諸資料に基づき地理的条件や日本の歴史と関連付けなが
ら理解させ，現代の諸課題を歴史的観点から考察させることによって，歴史的思考力を培い，

国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。
内容

(1)世界史へのいざない

自然環境と歴史，日本の歴史と世界の歴史のつながりにかかわる適切な主題を設定し考察
する活動を通して，世界史学習の基本的技能に触れさせるとともに，地理と歴史への関心を
高め，世界史学習の意義に気付かせる。

ア自然環境と歴史

歴史の舞台としての自然環境について，河川，海洋，草原，オアシス，森林などから適
切な事例を取り上げ，地図や写真などを読み取る活動を通して，自然環境と人類の活動が
相互に作用し合っていることに気付かせる。

イ日本列島の中の世界の歴史

日本列島の中に見られる世界との関係や交流について，人，もの，技術，文化，宗教）
生活などから適切な事例を取り上げ，年表や地図などに表す活動を通して，日本の歴史が
世界の歴史とつながっていることに気付かせる。

(2)世界の一体化と日本

近現代世界を理解するための前提として，ユーラシアの諸文明の特質に触れるとともに，
１６世紀以降の世界商業の進展及び資本主義の確立を中心に，世界が一体化に向かう過程を理
解させる。その際，世界の動向と日本とのかかわりに着目させる。
アユーラシアの諸文明

自然環境，生活，宗教などに着目させながら，東アジア，南アジア，西アジア，ヨーロ
ッパに形成された諸文明の特質とユーラシアの海，陸における交流を概観させる。

イ結び付く世界と近世の日本

大航海時代のヨーロッパとアフリカ，アメリカ，アジアの接触と交流，アジアの諸帝国
とヨーロッパの主権国家体制,大西洋世界の展開とアフリカ・アメリカ社会の変容を扱い，
１６世紀から18世紀までの世界の一体化の動きと近世の日本の対応を把握させる。
ウヨーロッパ・アメリカの工業化と国民形成
産業革命と資本主義の確立，フランス革命とアメリカ諸国の独立，自由主義と国民主義

の進展を扱い，ヨ扇ロッパ・アメリカにおける工業化と国民形成を理解させる。
エアジア諸国の変貌と近代の日本 ざ

ヨーロッパの進出期におけるアジア諸国の状況，植民地化や従属ｲﾋの過程での抵抗と挫
折，伝統文化の変容，その中での日本の動向を扱い，１９世紀の世界の一体化と日本の近代
化を理解させる。

第１
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（３）地球社会と日本

地球規模で一体化した構造をもつ現代世界の特質と展開過程を理解させ，人類の課題につ

いて歴史的観点から考察させる。その際，世界の動向と日本とのかかわりに着目させる。

ア急変する人類社会

科学技術の発達,企業や国家の巨大化,公教育の普及と国民統合,国際的な移民の増加，

マスメディアの発達，社会の大衆化と政治や文化の変容などを理解させ，１９世紀後期から

２０世紀前半までの社会の変化について，人類史的視野から考察させる。

イ世界戦争と平和

帝国主義諸国の抗争とアジア・アフリカの対応，二つの世界大戦の原因と総力戦として

の性格，それらが世界と日本に及ぼした影響を理解させ，１９世紀後期から２０世紀前半まで

の世界の動向と平和の意義について考察させる。

ウ三つの世界と日本の動向

第二次世界大戦後の米ソ両陣営の対立と日本の動向，アジア・アフリカの民族運動と植

民地支配からの独立を理解させ，核兵器問題やアジア・アフリカ諸国が抱える問題などに

ついて考察させる。

エ地球社会への歩みと課題

1970年代以降の市場経済のグローバル化，冷戦の終結，地域統合の進展，知識基盤社会

への移行，地域紛争の頻発，環境や資源・エネルギーをめぐる問題などを理解させ，地球

社会への歩みと地球規模で深刻化する課題について考察させる。

オ持続可能な社会への展望

現代世界の特質や課題に関する適切な主題を設定させ，歴史的観点から資料を活用して

探究し，その成果を論述したり討論したりするなどの活動を通して，世界の人々が協調し
共存できる持続可能な社会の実現について展望させる。

３内容の取扱い

（１）内容の全体にわたって，次の事項に配慮するものとする。

ア１の目標に即して基本的な事項・事柄を精選して指導内容を構成するとともに，各時代
において世界と日本を関連付けて扱うこと。また，地理的条件とも関連付けるようにする
こと。

イ年表，地図その他の資料を積極的に活用したり，文化遺産，博物館や資料館の調査・見
学を取り入れたりするなどして，具体的に学ばせるように工夫すること。

（２）各項目については，次の事項に配慮するものとする。

ア内容の(2)のアについては，近現代史を中心とするこの科目の特質を踏まえ，ユーラシ
アの諸文明を大観させるようにすること。

イ内容の(3)については，単に知識を与えるだけでなく，現代世界が当面する課題につい

て考察させること。その際，核兵器などの脅威に着目させ，戦争を防止し，平和で民主的
な世界を実現することが重要な課題であることを認識させること。

（３）主題を設定して行う学習については，次の事項に配慮するものとする。

ア学習の実施に当たっては，適切な時間を確保し，年間指導計画の中に位置付けて指導す
ること。また，主題の設定や資料の選択に際しては，生徒の興味・関心や学校，地域の実
態等に十分配慮して行うこと。

イ内容の(1)については，中学校社会科の内容との連続性に配慮して，主題を設定するこ
と。その際，アについては，この科目の導入として位置付け，内容の(2)のアと関連付け
て指導すること。イについては，適切な時期に実施するようにすること。

ウ内容の(3)のオについては，内容の(3)のアからエまでに示された事項を参考にして主題
を設定させること。

（４）近現代史の指導に当たっては，次の事項に配慮するものとする。

ア客観的かつ公正な資料に基づいて歴史の事実に関する理解を得させるようにすること。
イ政治，経済，社会，文化，宗教，生活など様々な観点から歴史的事象を取り上げ，近現

’ 
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代世界に対する多角的で柔軟な見方を養うこと。

２世界史Ｂ

１目標

世界の歴史の大きな枠組みと展開を諸資料に基づき地理的条件や日本の歴史と関連付けなが

ら理解させ,文化の多様性・複合性と現代世界の特質を広い視野から考察させることによって，

歴史的思考力を培い，国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。
２内容

（１）世界史への扉

自然環境と人類のかかわり，日本の歴史と世界の歴史のつながり，日常生活にみる世界の

歴史にかかわる適切な主題を設定し考察する活動を通して，地理と歴史への関心を高め，世

界史学習の意義に気付かせる。

ア自然環境と人類のかかわり

自然環境と人類のかかわりについて，生業や暮らし，交通手段，資源，災害などから適

切な歴史的事例を取り上げて考察させ，世界史学習における地理的視点の重要性に気付か

せる。

イ日本の歴史と世界の歴史のつながり

日本と世界の諸地域の接触・交流について，人，もの，技術，文化，宗教，生活などか

ら適切な歴史的事例を取り上げて考察させ，日本の歴史と世界の歴史のつながりに気付か

せる。

ウ日常生活にみる世界の歴史

日常生活にみる世界の歴史について，衣食住，家族，余暇，スポーツなどから適切な事

例を取り上げて，その変遷を考察させ，日常生活からも世界の歴史がとらえられることに

゛気付かせる。

（２）諸地域世界の形成

人類は各地の自然環境に適応しながら農耕や牧畜を基礎とする諸文明を築き上げ，やがて

それらを基により大きな地域世界を形成したことを把握させる。

ア西アジア世界・地中海世界

西アジアと地中海一帯の地理的特質，オリエント文明，イラン人の活動，ギリシア．ロ

ーマ文明に触れ，西アジア世界と地中海世界の形成過程を把握させる。

イ南アジア世界・東南アジア世界

南アジアと東南アジアの地理的特質，インダス文明，アーリヤ人の進入以後の南アジア

の文化，社会，国家の発展，東南アジアの国家形成に触れ，南アジア世界と東南アジア世
界の形成過程を把握させる。

ウ東アジア世界・内陸アジア世界
しん

東アジアと内陸アジアの地理的特質，中華文明の起源と素．漠帝国，遊牧国家の動向，

唐帝国と東アジア諸民族の活動に触れ，日本を含む東アジア世界と内陸アジア世界の形成

過程を把握させる。

エ時間軸からみる諸地域世界

主題を設定し，それに関連する事項を年代順に並べたり，因果関係で結び付けたり，地

域世界ごとに比較したりするなどの活動を通して，世界史を時間的なつながりに着目して

整理し，表現する技能を習得させる。

（３）諸地域世界の交流と再編

ユーラシアの海域及び内陸のネットワークを背景に,諸地域世界の交流が一段と活発化し，

新たな地域世界の形成や再編を促したことを把握させる。

アイスラーム世界の形成と拡大

アラブ人とイスラーム帝国の発展，トルコ系民族の活動，アフリカ．南アジアのイスラ

ーム化に触れ，イスラーム世界の形成と拡大の過程を把握させる。
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界の動向について考察させる。

エグローバル化した世界と日本

・市場経済のグローバル化とアジア経済の成長，冷戦の終結とソヴィエト連邦の解体，地

域統合の進展，知織基盤社会への移行，地域紛争の頻発，環境や資源．エネルギーをめぐ

る問題などを理解させ，1970年代以降の世界と日本の動向及び社会の特質について考察さ

せる。

オ資料を活用して探究する地球世界の課題

地球世界の課題に関する適切な主題を設定させ,歴史的観点から資料を活用して探究し，

その成果を論述したり討論したりするなどの活動を通して，資料を活用し表現する技能を

習得させるとともに，これからの世界と日本の在り方や世界の人々が協調し共存できる持

続可能な社会の実現について展望させる。

３内容の取扱い

（１）内容の全体にわたって，次の事項に配慮するものとする。

ア１の目標に即して基本的な事項・事柄を精選して指導内容を構成するとともに，各時代

における世界と日本を関連付けて扱うこと。また，地理的条件とも関連付けるようにする

こと。

イ年表，地図その他の資料を積極的に活用したり，文化遺産，博物館や資料館の調査・見
学を取り入れたりするなどして，具体的に学ばせるように工夫すること。

（２）各項目については，次の事項に配慮するものとする。

ア内容の(2)及び(3)については，各地域世界の人々の生活，宗教，意識などを具体的に把

握できるようにし，政治史のみの学習にならないようにすること･

イ内容の(5)については，単に知識を与えるだけでなく，地球世界の課題について考察さ
せること。その際，核兵器などの脅威に着目させ，戦争を防止し，平和で民主的な世界を

実現させることが重要な課題であることを認識させること。

（３）主題を設定して行う学習については，次の事項に配慮するものとする。

ア学習の実施に当たっては，適切な時間を確保し，年間指導計画の中に位画付けて段階的
・継続的に指導すること。また，主題の設定や資料の選択に際しては，生徒の興味・関心

や学校，地域の実態等に十分配慮して行うこと。

イ内容の(1)については，中学校社会科の内容との連続性に配慮して，主題を設定するこ

と。その際，アについては，この科目の導入として位置付けること。イ及びウについては，

適切な時期に実施するようにすること。

ウ内容の(2)のエ，（３）のエ及び(4)のオについては，次の事項に留意すること。
（ｱ）それぞれの項目の内容に示された事項を参考にして主題を設定し，生徒の主体的な追
究を通して，歴史的思考力を培うようにすること。

（ｲ）内容の(2)のエ及び(3)のエについては，年表や地図その他の資料を活用して説明する
などの活動を取り入れること。

（ｳ）内容の(4)のオについては，文字資料に加えて，絵画，風刺画，写真などの図像資料
を取り入れるよう工夫すること。

エ内容の(5)のオについては，内容の(5)のアからエまでに示された事項を参考にして主題
を設定させること。

（４）近現代史の指導に当たっては，次の事項に配感するものとする。
ア客観的かつ公正な資料に基づいて歴史の事実に関する理解を得させるようにすること。
イ各国史別の扱いにならないよう，広い視野から世界の動きをとらえさせるようにするこ

と。

ウ政治，経済，社会，文化，宗教，生活など様々な観点から歴史的事象を取り上げ，近現
代世界に対する多角的で柔軟な見方を養うこと。

エ日本と関連する諸国の歴史については，当該国の歴史から見た日本などにも着目させ，
世界の歴史における日本の位置付けを明確にすること。
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第３日本史Ａ

１目標

我が国の近現代の歴史の展開を諸資料に基づき地理的条件や世界の歴史と関連付け，現代の
諸課題に着目して考察させることによって，歴史的思考力を培い，国際社会に主体的に生きる
日本国民としての自覚と資質を養う。

２内容

（１）私たちの時代と歴史

現代の社会やその諸課題が歴史的に形成されたものであるという観点から，近現代の歴史
的事象と現在との結び付きを考える活動を通して，歴史への関心を高め，歴史を学ぶ意義に
気付かせる。

（２）近代の日本と世界

開国前後から第二次世界大戦終結までの政治や経済，国際環境，国民生活や文化の動向に
ついて，相互の関連を重視して考察させる。

ア近代国家恩形成と国際関係の推移
（ｱ）近代の萌芽や欧米諸国のアジア進出，文明開化などに見られる欧米文化の導入と明治
政府による諸改革に伴う社会や文化の変容,自由民権運動と立憲体制の成立に着目して，
開国から明治穫葱を経て近代国家が形成される過程について考察させる。
（ｲ）条約改正や日清・日露戦争前後の対外関係の変化，政党の役割と社会的な基盤に着目
して，国際環境や政党政治の推移について考察させる。

イ近代産業の発展と両大戦をめぐる国際情勢

（ｱ）産業革命の進行，都市や村落の生活の変化と社会問題の発生，学問・文化の進展と教
育の普及，大衆社会と大衆文化の形成に着目して，近代産業の発展と国民生活の変化に
ついて考察させる。

（ｲ）諸国家間の対立や協調関係と日本の立場，国内の経済・社会の動向，アジア近隣諸国
との関係に着目して，二つの世界大戦とその間の内外情勢の変化について考察させる。

ウ近代の追究

近代における政治や経済，国際環境，国民生活や文化の動向が相互に深くかかわってい
るという観点から，産業と生活，国際情勢と国民，地域社会の変化などについて，具体的
な歴史的事象と関連させた適切な主題を設定して追究し表現する活動を通して，歴史的な
見方や考え方を育てる。

（３）現代の日本と世界

第二次世界大戦後の政治や経済，国際環境，国民生活や文化の動向について，現代の諸課
題と近現代の歴史との関連を重視して考察させる。
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の日本という視点から考察させること。

イ１の目標に即して基本的な事項・事柄を精選して指導内容を構成すること。

ウ年表，地図その他の資料を一層活用させるとともに，地域の文化遺産，博物館や資料館

の調査・見学などを取り入れるよう工夫すること。

エ国民生活や文化の動向については，地域社会の様子などと関連付けるとともに，衣食住

や風習・信仰などの生活文化についても扱うようにすること。

(2)この科目の指導に当たっては，客観的かつ公正な資料に基づいて，事実の正確な理解に導

くようにするとともに,多面的・多角的に考察し公正に判断する能力を育成するようにする。

その際，核兵器などの脅威に着目させ，戦争を防止し，平和で民主的な国際社会を実現する
ことが重要な課題であることを認識させる。

(3)内容の取扱いに当たっては，次の事項に配慮するものとする。

ア内容の(1)については，この科目の導入として位置付けること。また，近代，現代など

の時代区分の持つ意味，近現代の歴史の考察に有効な諸資料についても扱うこと。

イ内容の(2)のウ及び(3)のウについては，資料を活用して歴史を考察したりその結果を表

現したりする技能を高めること。内容の(3)のウについては，この科目のまとめとして位
置付けること。

、
■
〆
・
や
■
夕

■ 

４日本史Ｂ

１目標

我が国の歴史の展開を諸資料に基づき地理的条件や世界の歴史と関連付けて総合的に考察さ
せ，我が国の伝統と文化の特色についての認識を深めさせることによって，歴史的思考力を培
い，国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。
２内容

（１）原始・古代の日本と東アジア

原始社会の特色及び古代国家と社会や文化の特色について，国際環境と関連付けて考察さ
せる。

ア歴史と資料

遺跡や遺物，文書など様々な歴史資料の特性に着目し，資料に基づいて歴史が叙述され
ていることなど歴史を考察する基本的な方法を理解させ,歴史への関心を高めるとともに，

文化財保護の凛要性に気付かせる。
イ日本文化の黎明と古代国家gEyl誠 、つりエD

１日石器文化,縄文文j贈及び弥生文化の時代を経て,我が国において国家が形成され律令
体制が確立する過程,晴・唐など東アジア世界との関係,古墳文化,天平文化に着目して，
古代国家の形成と展開，文化の特色とその成立の背景について考察させる。

ウ古代国家の推移と社会の変化し曇…
東アジア世界との関係の変化,荘園・公領の動きや武士の台頭など蒲地域の動向に着
目して，古代国家の推移，文化の特色とその成立の背景及び中世社会の萌芽について考察
させる。

（２）中世の日本と東アジア
中世国家と社会や文化の特色について，国際環境と関連付けて考察させる。
ア歴史の解釈

歴史資料を含む諸資料を活用して，歴史的事象の推移や変化，相互の因果関係を考察す
るなどの活動を通して，歴史の展開における諸事象の意味や意義を解釈させる。
イ中世国家の形成

そう

武士の土地支配と公武関係，朱・元などとの関係，仏教の動向Iこ着目して，中世国家の
形成過程や社会の仕組み，文化の特色とその成立の背景について考察させる。
ウ中世社会の展開

’二ちみん

日本の諸地域の動向，日明貿易など東アジア世界との関係，産業経済の発展，庶民の台
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